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弊社の書籍をご利用いただき、有難うございます。 

訂正が出ないようにと努力しておりますが以下の通り、誤りが判明致しました。 

ご迷惑をおかけして申し訳ございませんが訂正のうえ、ご利用ください。 

なお、弊社HP【「ネットスクール」検索→「読者の方へ」】にて訂正資料等の最新情報を閲覧・ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできますので、ご利用下さいますようお願いいたします。 
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第１予想 

(問題編) 
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10 退職給付引当金 
に関する事項 

  
項   目 前 期 末 当 期 末 

期末自己都合要支給額 116,900,000 円 129,900,000 円 

年金財政上の数理債務 43,280,000 円 50,918,000 円 

年金資産の時価 36,473,000 円 40,526,000 円 

未認識数理計算上の差異 9,900,000 円 (      ) 

⑵ 前期末未認識数理計算上の差異は借方差異であり、当期首

における残存償却期間は３年である。当期に数理計算上の差

異は発生していない。 

⑶ 退職給付費用は人件費として処理する。 

⑷ 退職給付引当金について、税効果会計を適用する。 

  
項   目 前 期 末 当 期 末 

期末自己都合要支給額 107,000,000 円 123,300,000 円 

年金財政上の数理債務 43,280,000 円 50,918,000 円 

年金資産の時価 36,473,000 円 40,526,000 円 

 

⑵ 退職給付費用は人件費として処理する。 

⑶ 退職給付引当金について、税効果会計を適用する。 
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第１予想 

(解答・解説編) 
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10 退職給付引当金 
に関する事項 

*01)① 前期末退職給付引当金 

116,900,000円(期末自己都合要支給額)＋43,280,000円(年金財

政上の数理債務)－36,473,000円(年金資産の時価)－9,900,000

円(未認識数理計算上の差異)＝113,807,000円 

② 当期末退職給付引当金 

129,900,000円(期末自己都合要支給額)＋50,918,000円(年金財

政上の数理債務)－40,526,000円(年金資産の時価)－6,600,000

円(未認識数理計算上の差異(注))＝133,692,000円 

(注) 9,900,000円(前期末：未認識数理計算上の差異) 

×
 3 年－ 1 年

 3 年(残存償却期間)
＝6,600,000円 

*01)① 前期末退職給付引当金 

107,000,000円(期末自己都合要支給額)＋43,280,000円(年金財

政上の数理債務)－36,473,000円(年金資産の時価) 

＝113,807,000円 

② 当期末退職給付引当金 

123,300,000円(期末自己都合要支給額)＋50,918,000円(年金財

政上の数理債務)－40,526,000円(年金資産の時価) 

＝133,692,000円 

(注)＝削除 
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